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第２９号掲載内容

Ⅰ．平成25年度解体撤去工事及び汚染の

除去工事の実績

（技術開発部 開発実証課 北山 尚樹）  
デコミニュース第２６号及び２８号におい

て紹介した廃止措置計画に基づく平成２５年

度の原子炉廃止措置研究開発センター（以下

「ふげん」という。）の解体撤去工事及び汚染

の除去工事の実績（平成２６年３月末現在）に

ついて報告します。 

 

１．解体撤去工事 

 原子炉冷却系統施設の解体撤去工事として、

タービン建屋の管理区域に設置されている復

水器本体のうち、Ｂ号機下部内部構造物の冷却

管（海水を通水する冷却配管）、Ａ・Ｂ号機の

蒸気連絡口の解体撤去作業を平成２５年８月

３０日から行い、平成２６年２月２１日にかけ

て平成２５年度分の解体撤去工事を実施しま

した。また、本作業では今後の解体撤去作業の

計画作り等に活用する観点から、解体対象物

（冷却管：外径２５ｍｍ）を用いた切断時間・

速度データの採取や、本作業における作業人工

データを取得しました。なお、本作業で発生し

た約１３４トンの解体撤去物は、工事過程にあ

るクリアランス対象物として、タービン建屋１

階及び地下２階に一時保管（仮置き）しました。 
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第２９号 

Ｂ復水器内部構造物の冷却管 

B 復水器内部構造物（冷却管）の解体撤去状況 

：タービン建屋（管理区域）地下２階 



  

解体撤去前 解体撤去後

Ａ・Ｂ号機蒸気連絡口

２．汚染の除去工事 

 重水系・ヘリウム系等の汚染の除去工事とし

て、今後の本系統の解体撤去工事に伴う被ばく

低減の観点から以下に示す作業を実施しまし

た。 

 

(1) 原子炉建屋機器及び原子炉補助建屋機器

の残留重水回収 

原子炉建屋に配置されている重水系・へリウ

ム系の機器・配管の一部（原子炉建屋ドレン配

管等）及び原子炉補助建屋に配置されている重

水系・へリウム系の機器・配管の一部（計装機

器・配管）について、平成２５年７月２５日か

ら平成２６年１月１０日にかけて切断等によ

り系統を開放して、内部の残留重水を回収する

作業を行い、系統内の約３０リットルの残留重

水を回収しました。 

 

(2) 原子炉補助建屋機器のトリチウム除去 

1) 重水浄化系の機器・配管のトリチウム除去 

 原子炉補助建屋地上１階の重水浄化系室内

に配置されている機器・配管の一部について、

真空ポンプによる真空引き等によりトリチウ

ムを除去する作業を平成２３、２４年度に引き

続き平成２５年度も実施しました。なお、本作

業は引き続き平成２６年度も実施します。 

 

2) 劣化重水貯槽、重水貯槽・配管のトリチ

ウム除去  

原子炉補助建屋地下１階及び地下２階に配

置されている劣化重水貯槽、重水貯槽・配管

について、平成２５年８月２６日より真空ポ

ンプによる加熱真空引き等によりトリチウム

除去を実施しました。なお、本作業は引き続

き平成２６年度も実施します。 

 

(3) 原子炉建屋機器のトリチウム除去（カラン

ドリアタンク等の常温通気乾燥によるトリ

チウム除去） 

原子炉建屋内にあるカランドリアタンクを

含む重水系・ヘリウム系等の系統にトリチウム

除去装置を接続し、乾燥空気の循環によるトリ

チウムを除去する作業（常温通気乾燥）を平成

２３、２４年度から継続して平成２５年度も実

施しました。これにより平成２５年度には約２．

５リットルの残留重水の回収を行いました。な

お、平成２１年度からの常温通気乾燥の実績か

ら、この方法によるトリチウム除去工程はほぼ

終了したことから、平成２６年度からは次のス

テップとして真空乾燥によるトリチウム除去

を行います。 

 

A・B 号機蒸気連絡口の解体撤去状況 

：タービン建屋（管理区域）地下２階 



 

平成 2５年度 汚染の除去工事の実施範囲 

  

階 系統・エリア 主な機器
重水回収
（ﾘｯﾄﾙ）

ﾄﾘﾁｳﾑ除去
（Bq/cm3）

3F

ヘリウム
浄化系室

・再結合器
・脱湿器 10

検出限界値
以下

ポイズン
供給系

・ﾎﾟｲｽﾞﾝ溶解槽 21
検出限界値

以下

2F

1F
重水
浄化系室

・重水浄化塔
・ﾎﾟｲｽﾞﾝ除去塔 62 実施中

B1F
劣化重水
貯槽室

・劣化重水貯槽
・浄化系重水貯槽 602

実施中

B2F 重水貯槽室
・重水貯槽室
・A/B重水ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ 1217

汚染の除去工事 作業概要 作業状況

残留重水回収
弁操作によるドレンアウト後に、フランジの開放、配管
の切断等により内部に残留する重水を回収

2,139 ﾘｯﾄﾙ回収

トリチウム除去
トリチウム除去装置や真空ポンプ等を用いて通気乾燥
や加熱真空引き等によりトリチウムを除去

実施中

原子炉補助建屋（A/B）
：作業終了箇所

平成26年3月末現在

主な機器
重水回収
（ﾘｯﾄﾙ）

ﾄﾘﾁｳﾑ除去
（Bq/cm3）

・ｶﾗﾝﾄﾞﾘｱﾀﾝｸ
・重水冷却器
・ﾀﾞﾝﾌﾟﾀﾝｸ

実施中
108

実施中

・重水循環
ﾎﾟﾝﾌﾟ用
熱交換器

0.3
検出限界値

以下

・R/B重水
ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

120 実施中

原子炉建屋（R/B）

 

汚染の除去工事（残留重水回収、トリチウム除去）の作業状況 

：～H24年度
汚染の除去工事範囲

➊残留重水回収
・Ａ/Ｂ計装ラック及びＲ/Ｂ機器

➋トリチウム除去
・重水浄化系のトリチウム除去
・劣化重水貯槽及び重水貯槽・配管の
トリチウム除去

・カランドリアタンク等のトリチウム除去

：H25年度
汚染の除去工事範囲

①残留重水回収
②トリチウム除去
③CP除染

①②
➋

ヘリウム系

蒸気放出プール

原子炉格納容器

原子炉補機冷却海水系

海水

原子炉

重水循環ポンプ用
熱交換器

原子炉補助建屋(A/B)

原子炉建屋(R/B)

①
②

②➋

②③

①②

➊➋
重水系

重水
冷却器

カランドリア
タンク

重水
ダンプタンク

重水・ﾍﾘｳﾑ系計装ラック

計装ラック

①

計装ラック

※下線項目：H24年度から継続して実施

➊



Ⅱ．第29回「ふげん廃止措置技術専門委員
会」報告
（技術開発部 計画管理課 忽那 秀樹）

 「ふげん」では、廃止措置を安全かつ合理的

に進めていくうえで必要となる技術開発計画

や成果等にご意見等を頂くことを目的に、機構

内外の有識者から構成される「ふげん廃止措置

技術専門委員会」（主査：東京大学名誉教授 石

榑顕吉）を設置しており、第２９回委員会を平

成２６年３月１３日に「ふげん」で開催し、次

の３件について審議して頂きました。 

(1) 廃止措置の状況 

平成２５年度解体撤去工事、汚染除去工

事等の作業実績、「ふげん」を用いた研究開

発、原子炉等規制法等改正の対応状況につ

いて報告 

(2) 炉心構造材からの試料採取技術開発状況 

試料採取により実証可能な技術及び福島

第一原子力発電所への反映、試料採取装置

の概念及び要求仕様等について報告 

(3) トリチウム除去における常温真空乾燥の

効率化検討 

常温真空乾燥によるトリチウム除去結果

及びその効率化検討について報告 

 

続いて、タービン建屋の解体撤去工事現場を

ご視察して頂きました。 

委員会では石榑主査から、以下のご講評を頂

きました。 

・「廃止措置の状況」に関しては、少しずつで

はあるが進展しているという印象である。

「ふげん」の廃止措置は、ある程度期間が長

くなったとしても、安全性に関しては問題が

ないことを示しながら廃止措置の計画と進

捗を発信して頂きたい。 

・「炉心構造材からの試料採取技術開発状況」

に関しては、放射能インベントリ評価の精度

向上が目的ではあるが、炉心解体のホットの

予備試験と見れば、２次廃棄物や機器の耐放

射線性などに関する様々な貴重なデータが

得られると思われるので、データ採取につい

て検討頂きたい。 

・「トリチウム除去における常温真空乾燥の効

率化検討」に関しては、除去方法を解析・評

価しながら作業を実施しており、適切な進め

方と思われる。海外への発信も視野に入れて、

これまでの成果を取り纏めて頂きたい。 

 

「ふげん」では、今後も委員会で頂いたご意

見等を反映しながら、安全かつ合理的に廃止措

置を進めていきます。 

第２９回ふげん廃止措置技術専門委員会 

専門委員による現場視察（タービン建屋） 

 

 

 

 



Ⅲ．中部電力㈱との第8回廃止措置連絡会を
実施
（技術開発部 計画管理課 泉 正憲）  

「ふげん」と中部電力㈱浜岡原子力発電所は、

廃止措置に係る技術情報の交換を目的として

平成２２年４月に締結した「原子炉施設の廃止

措置に係る技術協力協定」に基づき、「廃止措

置連絡会」を定期的に実施しています。この協

定に基づき、平成２６年２月１４日に、「ふげ

ん」において第８回廃止措置連絡会を開催しま

した。 

今回「ふげん」からは、解体撤去/除染工事

及び「ふげん」を活用した高経年化研究の状況

を含めて、各々の廃止措置進捗状況を報告しま

した。さらに、法令及び地元自治体との安全協

定に基づく通報対象事項や発生した不適合情

報等の保安活動状況についても情報交換を行

いました。 

また、「ふげん」から解体廃棄物の管理の一

環として廃棄物管理システムの構築状況につ

いて報告し、中部電力㈱からは、活性炭・使用

済イオン交換樹脂の処理として焼却炉の使用

実績及び溶融設備に関する報告がありました。 

連絡会後は、「ふげん」の復水器解体撤去現

場及び解体撤去物の一時保管場所の現場視察

を行い、解体撤去物の管理状況や解体廃棄物の

保管の方法についても情報交換をすることが

できました。 

今後も本連絡会を継続して開催し、得られた

技術情報等を有効に活用し、更なる安全確保と

円滑な廃止措置に努めていきます。 

 

 
中部電力㈱との第 8 回廃止措置連絡会 

 

 
現場視察の様子 

 

 

H2６年３月～５月の実績 

時  期 内  容 

Ｈ21 年 9 月 2 日～ 

継続実施中 

Ｈ24 年 5 月 14 日～ 

Ｈ24 年 11 月 13 日～ 

Ｈ25 年 8 月 30 日～ 

Ｈ26 年 2 月 21 日 

Ｈ25 年 11 月 11 日～ 

Ｈ26 年 3 月 4 日 

 

・カランドリアタンク及び重水冷却系のトリチウム除去作業 

 

・クリアランス対象物除染処理作業 

・重水浄化系トリチウム除去 

・B 復水器下部内部構造物等の解体撤去工事【記事Ⅰ．参照】 

 

・平成 25 年度(独)原子力安全基盤機構受託事業「高経年化調査

研究（原子炉再循環系ポンプケーシング等の熱時効脆化調査

等）」 



Ｈ25 年 12 月 3 日～ 

Ｈ26 年 3 月 14 日 

Ｈ26 年 2 月 14 日 

 

3 月 2 日～3 月 6 日 

 

3 月 13 日 

 

3 月 26 日～3 月 28 日 

4 月 22 日 

 

5 月 14 日～ 

5 月 19 日～5 月 23 日 

・福島第一原子力発電所の廃止措置支援技術開発/プラズマアーク

水中切断試験 

・中部電力㈱との第 8 回廃止措置連絡会（「ふげん」で開催） 

【記事Ⅲ．参照】 

・放射性廃棄物に関する国際情報交換会議/廃止措置に関する

IAEA 特別セッション（米国/アリゾナ） 

・第 29 回 ふげん廃止措置技術専門委員会（「ふげん」で開催） 

【記事Ⅱ．参照】 

・日本原子力学会・2014 年春の年会（東京都市大学） 

・重水前処理装置等を用いたγ核種（コバルト 60 等）の除去作

業終了 

・原子炉冷却系統施設（復水器下部胴等）の解体撤去工事 

・OECD/NEA TAG56（英国／セラフィールド） 

 

今後の予定 

時  期 内  容 

6 月 4 日、5 日 

 

 

 

 

 

 

7 月 14 日～7 月 17 日 

・第 32 回オープンセミナー/技術課題解決促進事業（公募型） 

紹介： 

① コンクリートヒビ割れ部切削工具の検討及び試作 

② 小口径配管内表面の物理除染における機材の検討及び試作 

③ 6 軸ロボット操作時における固定用アウトリガーの試作 

④ レーザ切断ヘッド用伸縮可能架台の試作 

⑤ 配管からの分析試料採取用工具の試作 

・IAEA ワークショップ（ドイツ） 

 


